
 D:６０点未満 C:６０点以上７０点未満 B:７０点以上８０点未満 A:８０点以上９０点未満 S:９０点以上１００点以下

卒業研究Ⅱのルーブリック表

評価項目

水準と評価点

(3)
研究のまと
めをするこ
とができる

(4)
効果的な

発表をする
ことができ

る

発表する内容には過不足があ
り、自分の考えを伝えるための
スライドはまったく整えていな
い。また、発表原稿を棒読み
するのみで説明をしていな
い。質問に対しては意味を正
確に理解せず、的外れな答え
しかできない。

 分野外の専門家も含む聴衆
に対して、発表時間を考慮し
て、発表する内容を選び、自
分の考えを伝えるために最低
限のスライドを整えることがで
きる。発表原稿を大いに参照
しているが意味のある発表が
できる。質問に対しては意味を
正確に理解して受け入れ可能
な答えをすることができる。

 分野外の専門家も含む聴衆
に対して、発表時間を考慮し
て、発表する内容を適切に選
び、自分の考えを伝えるため
にスライドを十分に整えること
ができる。さらに、発表原稿を
あまり参照することなく発表が
できる。質問に対しては意味を
正確に理解して受け入れ可能
な答えをすることができる。

分野外の専門家も含む聴衆に
対して、発表時間を考慮して、
発表する内容を適切に選び、
自分の考えを伝えるためにス
ライドを効果的に整えることが
できる。発表原稿を参照するこ
となく、説明のための発表をす
ることができる。さらに、聴衆と
アイコンタクトができる。質問に
対しては意味を正確に理解し
て的確な答えをすることができ
る。

研究課題における問題や作業
項目について指導教員に相
談することもなく、自らそれらを
挙げることもできない。従って
スケジュールも立てることがで
きない

指導の下に研究課題における
問題や作業項目について最
低限の程度で挙げることがで
き、与えられた制約の下にスケ
ジュールを立てることができ
る。また、状況に応じて、指導
の下で修正することができる

指導の下に研究課題における
問題や作業項目について、あ
る程度具体的に挙げることが
でき、与えられた制約の下にス
ケジュールを立てることができ
る。また、状況に応じて、指導
の下で修正することができる

指導の下に研究課題における
問題や作業項目について詳
細に挙げることができ、与えら
れた制約の下にスケジュール
を立てることができる。また、状
況に応じて、自ら修正すること
ができる

分野外の専門家も含む聴衆に
対して、発表する内容を適切
に選び、自分の考えを伝える
ためにスライドを効果的に整え
ることができる。発表原稿を参
照することなく、説明のための
発表をすることができる。聴衆
とアイコンタクトができる。さら
に、説明の道筋や方法に工夫
を凝らすことができる。質問に
対しては意味を正確に理解し
て的確な答えをすることができ
る。

 得られた結果について考察を
することができず、整理された
形態での卒業論文として文書
をかくこができない

 得られた結果それぞれにつ
いて、指導の下に最低限の程
度で考察をすることができ、卒
業論文を書式に則り、指導の
下に論理的に記述することが
できる

 得られた結果それぞれにつ
いて、指導の下にある程度で
考察をすることができる。さら
に、卒業論文を書式に則り、
自ら論理的に記述することが
できる

 得られた結果それぞれにつ
いて、指導の下に十分に考察
をすることができる。さらに、卒
業論文を書式に則り、自ら論
理的に記述することができる

 得られた結果それぞれにつ
いて、自発的に考察をすること
ができ、指導の下でそれらから
論理的で整合性のある結論に
達することができる。さらに、卒
業論文を書式に則り、自ら論
理的に記述することができる

研究課題における問題や作業
項目について自ら挙げること
ができ、与えられた制約の下
にスケジュールを自ら立てるこ
とができる。また、状況に応じ
て、自ら修正することができる

(2)
研究活動

を実施する
ことができ

る

 問題解決のために新たに知
識を獲得することや調査する
こともできず、また、それまでに
得ていた知識や技能を応用し
て問題を解決することもできな
い

 指導の下で、問題解決のため
に新たに知識を獲得すること
や調査することが最低限の程
度ででき、指導の下で、得られ
た知識や技能を応用して問題
を解決する（実験などの結果
を得る）ことができる

指導の下で、問題解決のため
に新たに知識を獲得すること
や調査することがある程度で
き、指導の下で、得られた知識
や技能を応用して問題を解決
する（実験などの結果を得る）
ことができる

指導の下で、問題解決のため
の知識の獲得や調査を十分
に実施することができ、指導の
下で、得られた知識や技能を
応用して問題を解決する（実
験などの結果を得る）ことがで
きる

問題解決のための知識の獲
得や調査を能動的に実施する
ことができ、得られた知識や技
能を応用して自ら問題を解決
（実験結果などを得る）すること
ができる。さらに解決したこと
が目的に沿ったものかどうかを
判断できる。

(1)
研究活動
の計画を
立てること
ができる


